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資本制は近代家族を必要とするとか、性別分業の体制が
資本制にとって機能的だと言われる。
だがそれは本当なのか？
問いは単純だが答を見出すのは容易でなく、未だ実は解
が与えられていない主題の、どの方向に限界があり、ど
こを撃ちどう考えて言葉を足していけばよいのか。
介護・介助に関わっての深い思索の中から紡がれた、解
に向けての道筋。
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